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は内在性レトロウイルス（ERV, endogenous retrovirus）と呼ばれ、ERV は哺






ないものがほとんどであるが、ネコの ERV の一つである RD-114 ウイルスは、
約 500 万年前に祖先動物のゲノムに侵入したものの、感染性ウイルス粒子を産




まず RD-114 ウイルスのゲノム解析を行った。 
in silico 解析、サザンブロッティング、インバース PCR によりゲノム上に
RD-114 ウイルスに類似した RD-114 ウイルス関連配列（RDRS）は 6 種あるこ
とを見出した。そして、このうち 2 種の RDRS に組換え反応が起き、感染性ウ





うち最も古いものは RDRS C2a であった。RDRS C2a は 620 万年前以降に獲
得され、すべてのイエネコが保持していた。残りの RDRS については居住地域
および品種により保有状況が異なっており、欧米のイエネコの半数近くが感染






















（RD-114 virus-related sequences; RDRSs）の細胞内組換え反応により感染性
の RD-114 ウイルス粒子が生まれた可能性を見出した。ネコの C1 染色体に位
置する RDRS は pol 領域における一塩基置換により感染性を消失していたが、










なお、本学位授与申請者は、平成 27 年 2 月 20 日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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